
１．問題の所在

オランダ東インド会社は１６０２年に設立され，１８世紀末に解散するまでおよそ

２世紀間にわたって存続した貿易会社であり，当時のアジアにおいては，もっ

とも強力なネットワークを有する一大貿易組織であった。オランダ東インド会

社の最盛期とされる１７世紀には，ヨーロッパから持ち込んだ銀は，日本から入

手した銀とあわせて，オランダ東インド会社にとって有力な取引手段であった。

しかしながら，１６６８年以降，幕府が下した禁令により，日本から銀が入手でき

なくなり，かわって，卑金属である銅が貿易商品として重要な地位を占めるよ

うに至った。オランダ東インド会社は，その会社の盛衰を，銀を中心とした時

代から銅を中心とした時代へという時代の変遷と共同の歩調をとったのである。

本稿が扱う錫も銅と同じく，１８世紀のオランダ東インド会社を象徴する商品

のひとつであった。銀と比べ，銅と同様，価値が低く，会社の衰退期を示すの

にふさわしい商品のひとつであるといえるかもしれない。しかしながら，本稿

があえて錫に着目する理由として，次の三点をさらに挙げることができるだろ

う。

第一には，錫はアジア内で入手され，基本的にはアジア内で消費された商品

であったことである。すなわち，１８世紀におけるオランダ東インド会社のアジ

ア間貿易での，重要商品のひとつであった1。それゆえ，錫の貿易史研究が，

オランダ東インド会社のアジア間貿易の研究の深化に貢献する可能性が高いと
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いえるのである。

第二に，オランダ東インド会社の錫のアジア間貿易の発展は，１８世紀におけ

るアジア間貿易全体の変化を示すよい実例となっている点である。前近代にお

ける長距離貿易は，基本的には奢侈品取引に象徴されがちであるが，実際には，

１８世紀頃より，旧来と比べて嵩高のわりには安価である商品の取引が中心とな

るように変化していったと考えられている2。具体的には，たとえば，銀や金

を媒介とした胡椒や香辛料，生糸などの取引から，銅や錫，蘇木，米，砂糖な

どといった商品の取引に主力が移ったのである。これは，一部の富有な階級の

消費に供することを大きな目的としていた前近代的なアジアの国際商業が，１８

世紀には，一般大衆の日常生活にかかわる商品をアジア域内の貿易が中継し，

アジア経済全体としては，国際分業のメカニズムが次第に機能するように変化

したと想定できることを意味している。

第三には，同じく銅と同様ではあるが，アジアの産錫業は１９世紀から２０世紀

にかけての近代期に重要な一大産業となることである。たとえば，日本銅は，

１８世紀のアジア間貿易において重要商品であったが，１９世紀以後も日本におい

て産銅業は極めて重要な産業であった。一方，錫は，東南アジア，とくに現在

の南部タイ，マレーシア，インドネシア（バンカ島）が１８世紀における主要生

産地であったが，これらの地域での錫生産は１９世紀以降も継続して開発され，

世界的な産出高のうち大きなシェアを占めていたことは言をまたない。言い換

えれば，１９世紀以後のアジアにおける産業発展の萌芽を１８世紀の錫貿易史の研

究から読み取ることも可能となりうるのである。

本稿では，以上のような問題意識に立ち，１８世紀におけるオランダ東インド

会社の錫貿易について数量的な分析を試みることにする。まず，バタヴィアに

1 18世紀前半におけるオランダ東インド会社のアジア間貿易についての概観を論じ
たものとしては,島田竜登「18世紀前半におけるオランダ東インド会社のアジア間貿
易」，『西南学院大学経済学論集』第43巻第1・2合併号，2008年がある。また，オラ
ンダ東インド会社による日本銅のアジア間貿易を検討したものとして，Ryuto Shimada,
The Intra-Asian Trade in Japanese Copper by the Dutch East India Company during the
Eighteenth Century（Leiden and Boston : Brill Academic Publishers, 2006）を挙げること
ができよう。

2 島田竜登「オランダ東インド会社のアジア間貿易－アジアをつないだその活動－」，
『歴史評論』644号，2003年，7‐12頁。
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おける錫の移入ならびに移出について概観し，ついで，バタヴィアでの錫の集

荷について詳細を明らかにする。その後は，錫の販売市場を分析することを試

み，とくに中国市場の錫吸引力が強大になったことを検証することになるであ

ろう。

なお，本稿は，各種の先行研究や刊行史料のほか，オランダ東インド会社の

作成した未公刊文書を利用している。利用した未公刊文書は，すべてオランダ

のデン・ハーグ市にあるオランダ国立公文書館（Archief Nationaal : NA）の所

蔵するものである。具体的には，オランダ東インド会社文書（Archief van de

Verenigde Oostindische Compagnie, 1602‐1795 : VOC）のほか，バタヴィア経理

局長文書（Archief van de Boekhouder-Generaal te Batavia, 1700‐1801 : BGB），

日本商館文書（Archief van de Nederlandse Factorij in Japan, 1609‐1860 : NFJ），

さらには私家文書のひとつであるネーデルブルフ家文書（Collectie Neder-

burgh）を利用することにする3。

２．錫貿易の概要

表１は，オランダ東インド会社のアジアにおける中心拠点であったバタヴィ

アにおける会社の移入出統計であり，Els M. Jacobsが整理し，公表したデータ

を若干，加工したものである4。実際のところ，この Jacobsのデータは，１８世

紀中の９年間分のデータのみを扱ったものであり，極めて心もとないデータで

はある。もっとも，本データは，１８世紀のうち５つの時期にわたるもので，１８

世紀のバタヴィアにおけるオランダ東インド会社の一般的な貿易活動の推移を

伺う程度の利用を妨げるほどではないかもしれない。なお，オランダ東インド

会社はアジア域内にわたる地域間貿易に多数従事していたが，１８世紀のバタ

ヴィアは「扇の要」ともいえる存在であった5。長距離をまたにかけるアジア

域内貿易の中継拠点であり，たいていの場合，アジア間貿易での取扱商品はバ

3 各文書コレクションの概要については，J.A.M.Y. Bos-Rops et al . (eds.) De Archieven
in het Algemeen Rijksarchief（Alphen aan den Rijn : Samsom Uitgeverij, 1982）を参看。

4 Els M. Jacobs, Merchant in Asia : The Trade of the Dutch East India Company during
the Eighteenth Century (Leiden : CNWS Publications, 2006) pp. 350, 368‐369.
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�１ １７１１／１２‐１７１２／１３年度
移入：

数量
（オランダ・ポンド）

価額
（fl.）

％
（数量ベース）

Siam １７０，４００ ４２，６００ ７５．１
Malacca ５２，５００ １２，６００ ２３．１
Palembang ０ ０ ０．０
Ceylon ４，０００ １，０００ １．８
Banjermasin ０ ０ ０．０

合計 ２２６，９００ ５６，２００ １００．０

移出：

数量
（オランダ・ポンド）

価額
（fl.）

％
（数量ベース）

Persia ３２，８００ ８，２００ １０．６
Mocha １７，６００ ４，４００ ５．７
Surat ２１，６００ ５，４００ ７．０
Malabar １１，２００ ２，８００ ３．６
Ceylon １８，０００ ４，５００ ５．８
Coromandel ３０，４００ ７，６００ ９．８
Bengal ３０，４００ ７，６００ ９．８
Japan ０ ０ ０．０
Canton ０ ０ ０．０
Cheribon ０ ０ ０．０
The Netherlands １４８，４００ ３７，１００ ４７．８

合計 ３１０，４００ ７７，６００ １００．０

�２ １７３０／３１‐１７３１／３２年度
移入：

数量
（オランダ・ポンド）

価額
（fl.）

％
（数量ベース）

Siam ２７０，０００ ６７，５００ ４７．５
Malacca １２９，２００ ３２，３００ ２２．７
Palembang １６９，０９１ ３７，２００ ２９．８
Ceylon ０ ０ ０．０
Banjermasin ０ ０ ０．０

合計 ５６８，２９１ １３７，０００ １００．０

移出：

数量
（オランダ・ポンド）

価額
（fl.）

％
（数量ベース）

Persia ０ ０ ０．０
Mocha ２１，３０４ ４，９００ ７．８
Surat ０ ０ ０．０
Malabar ５１，８１８ １１，４００ １８．９
Ceylon ３６，８００ ９，２００ １３．４
Coromandel ０ ０ ０．０
Bengal ０ ０ ０．０
Japan ６，８００ １，７００ ２．５
Canton ０ ０ ０．０
Cheribon ８，１８２ １，８００ ３．０
The Netherlands １４９，６００ ３７，４００ ５４．５

合計 ２７４，５０４ ６６，４００ １００．０

�３ １７５１／５２‐１７５２／５３年度
移入：

数量
（オランダ・ポンド）

価額
（fl.）

％
（数量ベース）

Siam ８０，９３８ ２５，９００ ５．１
Malacca ４４１，８５２ １１９，３００ ２８．０
Palembang １，０５７，７２７ ２３２，７００ ６６．９
Ceylon ０ ０ ０．０
Banjermasin ０ ０ ０．０

合計 １，５８０，５１７ ３７７，９００ １００．０

移出：

数量
（オランダ・ポンド）

価額
（fl.）

％
（数量ベース）

Persia ９４，４４４ ２５，５００ ４．２
Mocha ２８，５１９ ７，７００ １．３
Surat ２０２，２２２ ５４，６００ ８．９
Malabar ６２，９６３ １７，０００ ２．８
Ceylon １５，１８５ ４，１００ ０．７
Coromandel ５０，３７０ １３，６００ ２．２
Bengal ４１，４８１ １１，２００ １．８
Japan ６０，３７０ １６，３００ ２．７
Canton １，６５８，８８９ ４４７，９００ ７３．３
Cheribon ９，６３０ ２，６００ ０．４
The Netherlands ３９，２５９ １０，６００ １．７

合計 ２，２６３，３３３ ６１１，１００ １００．０

表１ バタヴィアにおける錫の移入と移出，１７１１‐１７７３年
（年平均値；価額は送状価格による基づく）
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�４ １７７１／７２‐１７７２／７３年度
移入：

数量
（オランダ・ポンド）

価額
（fl.）

％
（数量ベース）

Siam ０ ０ ０．０
Malacca ３８５，７６９ １００，３００ ７２．０
Palembang １１０，０００ ２４，２００ ２０．５
Ceylon ０ ０ ０．０
Banjermasin ４０，０００ ８，８００ ７．５

合計 ５３５，７６９ １３３，３００ １００．０

移出：

数量
（オランダ・ポンド）

価額
（fl.）

％
（数量ベース）

Persia ０ ０ ０．０
Mocha ０ ０ ０．０
Surat ０ ０ ０．０
Malabar ０ ０ ０．０
Ceylon ０ ０ ０．０
Coromandel １０，０００ ２，４００ ０．４
Bengal ０ ０ ０．０
Japan １０６，６６７ ２５，６００ ４．０
Canton ２，３０３，３３３ ５５２，８００ ８５．５
Cheribon ３，７５０ ９００ ０．１
The Netherlands ２７０，８３３ ６５，０００ １０．１

合計 ２，６９４，５８３ ６４６，７００ １００．０

�５ １７８９／９０年度
移入：

数量
（オランダ・ポンド）

価額
（fl.）

％
（数量ベース）

Siam ０ ０ ０．０
Malacca １８，６２１ ５，４００ ５．３
Palembang ３３３，１８２ ７３，３００ ９４．７
Ceylon ０ ０ ０．０
Banjermasin ０ ０ ０．０

合計 ３５１，８０３ ７８，７００ １００．０

移出：

数量
（オランダ・ポンド）

価額
（fl.）

％
（数量ベース）

Persia ０ ０ ０．０
Mocha ０ ０ ０．０
Surat ２５，４１７ ６，１００ ０．８
Malabar ６８，３３３ １６，４００ ２．２
Ceylon ５，０００ １，２００ ０．２
Coromandel ０ ０ ０．０
Bengal ０ ０ ０．０
Japan ５１，２５０ １２，３００ １．７
Canton ２，８３２，９１７ ６７９，９００ ９１．４
Cheribon ０ ０ ０．０
The Netherlands １１５，８３３ ２７，８００ ３．７

合計 ３，０９８，７５０ ７４３，７００ １００．０

表１ つ づ き
（年平均値；価額は送状価格による基づく）

註：価額について，アジアの軽・重フルデンについては本国フルデンに換算してある。
出典：Els M. Jacobs, Merchant in Asia : The Trade of the Dutch East India Company during the Eighteenth

Century (Leiden : CNWS Publications, 2006) pp. 350, 368‐369.
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タヴィアを経由していたため，表１のような，バタヴィアでの会社貿易の移出

入データを検討することで，会社のアジア内での貿易活動の一般的傾向を知る

ことができるのである。

さて，表１に示されるデータの分析ではあるが，まず移入について検討しよ

う。バタヴィアに錫を供給したのは，シャム，マラッカ，ならびにバレンバン

の商館であった。そのほかに，セイロン商館やバンジェルマシン商館が挙げら

れているが，これはバラストとして当該商館に送られた錫が，バタヴィアに回

送されてきたためであって，セイロンやバンジェルマシンが錫の生産供給地で

あったわけではない。入荷量についていえば，１８世紀の当初は，２３万オランダ・

ポンド（１オランダ・ポンド＝約０．４９４キログラム）程度であったが，その後

は拡大し，１８世紀半ばには年間約１５８万オランダ・ポンドが会社船によってバ

タヴィアにもたらされた。表１によれば，その後１８世紀後半には錫の移入量が

低下しており，１８世紀末には３５万オランダ・ポンドとなっている。

ただし，注意しなければならないことは，この移入量は，会社船によってバ

タヴィアに入荷した会社勘定の錫の移入量を示しているに過ぎないことである。

実際には，後述するように，非会社船によって錫が入荷し，バタヴィアで会社

に対して売却された錫があった。これを示す実例として，表１における各期間

の移入量と移出量を比べてみればよい。たとえば，１７１１／１２‐１７１２／１３年度には，

約２３万オランダ・ポンドの移入があったのにたいして，約３１万オランダ・ポン

ドの移出がある6。この時期は１０万オランダ・ポンドの移出超過にも満たない

が，こうした移出超過は後年になるほど増加する。１８世紀半ばには６８万オラン

ダ・ポンド，１７８９／９０年度には２７５万オランダ・ポンドの移出超過となる。この

移出超過は，バタヴィアの在庫調整の結果というのではなく，あきらかにバタ

ヴィアでオランダ東インド会社が錫を購入したことの証左である。実際，後述

5 Femme S. Gaastra, De geschiedenis van de VOC (Zutphen : Walburg Pers, 2002) p. 124 ;
Shimada, The Intra-Asian Trade in Japanese Copper, p. 19.

6 オランダ東インド会社は，アジア内において，基本的に会計年度は，9月1日に開
始し，翌年8月31日閉じられた。顕著な例外は日本商館であり，毎年，オランダ船が
長崎を出港する直前の商館長の交代をもって会計年度が改められた（Shimada, The
Intra-Asian Trade in Japanese Copper, p. 33）。
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するように，バンカ島で生産された錫がパレンバン経由で現地船によりバタ

ヴィアにもたらされていたのであった。

ところで，錫の供給地としては，シャムやマラッカ，パレンバンがあったが，

後に詳述することになるパレンバンからのバンカ錫を除いて，各生産地につい

て概略を記しておく。まず，シャムの錫生産であるが，基本的にはシャムの中

心であるアユッタヤー近郊で生産されるのではなく，むしろ，シャム南部のマ

レー半島で生産されていた。錫の集荷地として著名なのは，リゴールすなわち

ナコーン・シー・タマラートであり，オランダ東インド会社はシャムの首都で

あるアユッタヤーのほかに，リゴールにも商館を設置し，錫の購入を図ってい

た7。そのほか，シャムの属国であるパッターニーも錫の集荷地として重要で

あった8。また，インド洋側となるが，ジャンク・セイロンすなわちプーケッ

トやトランなどでも錫が生産されていた9。シャムからオランダ東インド会社

に供給される錫は原則的に，いったんバタヴィアに運ばれ，そこからアジア各

地やオランダ本国といった錫消費地へと転送された。表１に示されているよう

に，１８世紀の当初では，オランダ東インド会社が入手するアジア産の錫は，シャ

ム錫がその中心であった。現に，１７１１／１２年度から１７１２／１３年度にかけては，年

平均１７万オランダ・ポンドのシャム錫がバタヴィアに入荷している。この期間

にマラッカ錫は５万オランダ・ポンド程度しかバタヴィアに入荷しておらず，

シャム錫の重要性は顕著であったといえよう。１７３０年頃の数値を見ると，シャ

ム錫の絶対量は増加したが，全体に占めるシェアは低下し，１８世紀半ばにはア

ジア錫全体のうち，シャム錫のシェアは１０パーセントを下回る程度になった。

さらに，１７６７年にアユッタヤー朝がビルマ軍の攻撃のもとに瓦解し，オランダ

東インド会社がリゴールも含めたシャムでの貿易活動を停止すると，シャム錫

7 Supaporn Ariyasajsiskul, “The So-called Tin Monopoly in Ligor : The Limits of VOC
Power vis à vis a Southern Thai Trading Polity”, Itinerario : International Journal of the
History of European Expansion and Global Interaction, 28(3), 2004.

8 George Vinal Smith, The Dutch in Seventeenth-Century Thailand (DeKalb : Center for
Southeast Asian Studies, Northern Illinois University, 1977) pp. 8, 44‐45.

9 G. William Skinner, Chinese Society in Thailand : An Analytical History (Ithaca : Cor-
nell University Press, 1957) p. 2 ; John Anderson, Political and Commercial Considerations
relative to the Malayan Peninsula and the British Settlements in the Straits of Malacca
(Prince of Wales Island : William Cox, 1824) pp. 140‐141.
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のバタヴィアへの入荷は皆無となった。

一方，マラッカで集荷された錫は，もともとマラッカ海峡やインド洋に面す

るマレー半島の各地で生産された錫の一部がマラッカのオランダ東インド会社

の手に帰したものであり，シャム錫の場合と同様，１７世紀以来，オランダ東イ

ンド会社はこの地域で産出される錫貿易に従事していた10。こうしたマラッカ

錫の生産地としては，セランゴール，ペラ，ケダなどがあったが11，なかんず

くオランダ東インド会社と良好な関係を保ち，会社に多量の錫を供与したのは

ペラである。とくに，１７７０年代には，オランダ東インド会社の勧めもあって，

ペラは中国人労働者をペラの錫鉱山で受け入れ，生産量の増大を図った12。１８

世紀におけるマラッカ錫のバタヴィアへの廻送状況は，表１のとおりであり，

１８世紀前半期には絶対量を年平均で５万オランダ・ポンドから４４万オランダ・

ポンドへと増加させている。しかし，１８世紀後半にはその数値は次第に低下し

た。これは，後述するように，マラッカ錫がバタヴィアに廻送されることなく，

マラッカで現地アジア人商人に錫が売却されていたことも要因となっている。

また，オランダ東インド会社の入手したアジア産錫のうちでのシェアについて

は，後述するように，１８世紀にはバンカ錫の割合が増大し，後述するように表

１に示めされる以上のバンカ錫がバタヴィアに流入したため，マラッカ錫の重

要性は高くはなかったものと考えられる。表２と図１は，オランダ東インド会

社が取り扱ったバンカ錫とマラッカ錫を示したものである。バンカ錫の取扱高

は，１７４０年代に，１００万オランダ・ポンドをはるかにしのぐようになるが，マ

ラッカ錫の取扱高は，バンカ銅に比べて極めて低く，１７４０年以降，１００万オラ

10 Graham W. Irwin, “The Dutch and the Tin Trade of Malaya in the Seventeenth Century”,
in : Jerome Ch’en and Nicholas Tarling (eds.), Studies in the Social History of China and
South-East Asia : Essays in Memory of Victor Purcell (Cambridge : Cambridge University
Press, 1970).

11 たとえば，1678年にオランダ東インド会社は，ペラとケダと協定を結び，生産さ
れた錫の半分をオランダ東インド会社に売却することになっていた（Dianne Lewis,
“The Tin Trade in the Malay Peninsula during the Eighteenth Century”, New Zeeland Jour-
nal of History, 3(1), 1969, pp. 56‐57）。

12 Lewis, “The Tin Trade in the Malay Peninsula”, p. 55 ; Barbara Watson Andaya, Perak :
The Abode of Grave : A Study of an Eighteenth Century Malay State (Selangor : Oxford
University Press, 1979) pp. 337‐338.
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表２ オランダ東インド会社の錫購入量，１７４０‐１７９９年

年次

バンカ錫 マラッカ錫

単位：
ピクル

オランダ・
ポンド換算

単位：
ピクル

オランダ・
ポンド換算

１７４０ ４，７０４ ５９５，１４２ ５１３ ６４，９０４
１７４１ ５，１８８ ６５６，３７７ ４５２ ５７，１８６
１７４２ ６，２６１ ７９２，１３１ ２５４ ３２，１３６
１７４３ ３，０００ ３７９，５５５ ０
１７４４ ４，５４４ ５７４，８９９ ４４５ ５６，３０１
１７４５ ４，９０５ ６２０，５７２ ０
１７４６ ７，８８３ ９９７，３４３ ５１７ ６５，４１０
１７４７ ７，８０５ ９８７，４７５ １，５８４ ２００，４０５
１７４８ １８，４８３２，３３８，４３６ １，４８３ １８７，６２７
１７４９ １２，３４６１，５６１，９９４ １，６０２ ２０２，６８２
１７５０ １１，８７７１，５０２，６５７ ３，２４４ ４１０，４２５
１７５１ １６，０８６２，０３５，１７２ ４，１６５ ５２６，９４８
１７５２ １１，２０２１，４１７，２５７ ０
１７５３ １３，４９５１，７０７，３６３ ６，６０１ ８３５，１４７
１７５４ １２，１５２１，５３７，４４９ ０
１７５５ １９，０８２２，４１４，２２１ １，２００ １５１，８２２
１７５６ ２４，９４３３，１５５，７４４ ３，４０９ ４３１，３０１
１７５７ １１，１１２１，４０５，８７０ １，８４５ ２３３，４２６
１７５８ ２２，８６５２，８９２，８３９ １，８４５ ２３３，４２６
１７５９ １８，８２５２，３８１，７０５ ５，０５３ ６３９，２９７
１７６０ １９，１８３２，４２６，９９９ ４７７ ６０，３４９
１７６１ ２４，９８９３，１６１，５６４ ５，５４９ ７０２，０５０
１７６２ ３３，３９５４，２２５，０７６ １２，７４２１，６１２，０９５
１７６３ ２０，３０７２，５６９，２０５ ２，３５２ ２９７，５７１
１７６４ ２８，２９８３，５８０，２１３ ７，１９１ ９０９，７９３
１７６５ ２１，４６４２，７１５，５８７ ４，４１０ ５５７，９４５
１７６６ ２４，９７６３，１５９，９１９ ５，１６７ ６５３，７２０
１７６７ ２９，６４８３，７５１，０１２ ３，１１０ ３９３，４７２
１７６８ ３０，１５７３，８１５，４１０ ２，８７９ ３６４，２４６
１７６９ １５，５９１１，９７２，５４６ ８，４０５１，０６３，３８６

年次

バンカ錫 マラッカ錫

単位：
ピクル

オランダ・
ポンド換算

単位：
ピクル

オランダ・
ポンド換算

１７７０ ２９，３８１３，７１７，２３２ ３，５４７ ４４８，７６０
１７７１ ２１，８９１２，７６９，６１０ ６，０８０ ７６９，２３１
１７７２ １７，５５４２，２２０，９０１ ２，３３５ ２９５，４２０
１７７３ ２０，５３９２，５９８，５５８ ２，１６０ ２７３，２７９
１７７４ １２，９００１，６３２，０８５ ２，２８５ ２８９，０９４
１７７５ １９，３６７２，４５０，２７８ ３，９６５ ５０１，６４５
１７７６ １０，１７１１，２８６，８１７ １，４９５ １８９，１４５
１７７７ １８，９７７２，４００，９３６
１７７８ ２５，２５９３，１９５，７２４ ９７０ １２２，７２３
１７７９ ２９，１９９３，６９４，２０５ ３，１５６ ３９９，２９１
１７８０ ２５，３８６３，２１１，７９１ ３，８２３ ４８３，６７９
１７８１ ２１，６８２２，７４３，１６８ ４，４１４ ５５８，４５１
１７８２ ６，９１４ ８７４，７４７ ４，３１２ ５４５，５４７
１７８３ ２３，５０６２，９７３，９３７ ９４０ １１８，９２７
１７８４ ２９，８２６３，７７３，５３２ １８１ ２２，９００
１７８５ ３５，０３７４，４３２，８１９ １１ １，３９２
１７８６ ２０，２８４２，５６６，２９６ ３，３２９ ４２１，１７９
１７８７ ２４，９８９３，１６１，５６４ ２４０ ３０，３６４
１７８８ １６，７１４２，１１４，６２６
１７８９ １６，６００２，１００，２０２ ９２４ １１６，９０３
１７９０ ２４，２００３，０６１，７４１ ２，６７０ ３３７，８０４
１７９１ １３，８５０１，７５２，２７７ ２，９４７ ３７２，８４９
１７９２ １６，１３４２，０４１，２４５ ２，９３７ ３７１，５８４
１７９３ ２，８４６ ３６０，０７１
１７９４ ４，５００ ５６９，３３２
１７９５ ０
１７９６ １，４００ １７７，１２６
１７９７ ４，２２７ ５３４，７９３
１７９８ ０
１７９９ ４，２１４ ５３３，１４８

註：１ピクルは６２．５キログラムで換算。
出典：Reinout Vos, Gentle Janus, Merchant Prince : The VOC and the Tightrope of Diplomacy in the Malay

World, 1740‐1800 (Leiden : KITLV Press, 1993) pp. 217‐218.
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ンダ・ポンドを超えた年は，１７６２年と１７６９年の２カ年があるに過ぎないのであ

る。

一方，バタヴィアに入荷した錫の販路については次のような特徴がある。第

一には，オランダ本国への転送分である。１８世紀前半には年平均で約１５万オラ

ンダ・ポンドの錫が本国へ送られており，こうした本国移出分は全体の約半分

を占めていた。しかし，１８世紀の後半には，その割合は１割程度以下にまで減

少する。第二の特徴は，インド・ペルシア方面の錫市場である。実際，１８世紀

前半までは，バタヴィアに集荷された錫の半分は本国に送られ，残りの半分は

インド・ペルシア方面に運ばれた。代表的な販売地としては，ペルシア商館，

モカ商館のほか，スーラト，コロマンデル，ベンガルといった商館を挙げるこ

とができる。そもそも，錫の用途としては，ピューターないしはブロンズなど

の合金の原料として使われ，食器などの家庭用品や大砲などの鋳造などがあり，

ヨーロッパや南・西アジアでの需要が強かったのである13。

かくして，東南アジア産の錫は，オランダ東インド会社を通じてヨーロッパ

13 Jacobs, Merchant in Asia , p. 199.

図１ オランダ東インド会社の錫購入量，１７４０‐１７９９年
単位：オランダ・ポンド

出典：表２参看。
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や南・西アジアに輸送されていたのだが，１８世紀中にはこうした錫の流れに大

きな変化があらわれた。この変化は，中国市場における錫需要の増大であり，

オランダ東インド会社の錫貿易の販路に関する第三の特徴といえる。表１にみ

る通り，中国の広東貿易にむけての錫の移出は，１８世紀半ばに突如として表れ，

次第に７割から９割のシェアを確保するにいたるのである。なお，錫の主たる

消費市場が西から東へ変化したことについては，後に詳細を検討することする。

３．バタヴィアへの集荷

バタヴィアで集荷される錫については，大まかに分類すると二つに分けるこ

とができる。第一は，会社船によりバタヴィアに運び込まれた錫であり，これ

はオランダ東インド会社の勘定によるものである。第二は，会社船以外の船舶

によって運ばれ，バタヴィアでオランダ東インド会社に売却された錫である。

こうした非会社船によって運ばれる錫は，バンカ島で生産された錫であった。

そもそも，バンカ島では１７１０年代から本格的な錫の採掘が開始され，その後，

中国人の錫採掘労働者の増加もあり，１８世紀を通じて次第に生産量を増大させ

ていった14。バンカ島は，パレンバン王国下にあり，バンカ島で生産された錫

はいったんスマトラ島のパレンバンに運ばれた15。パレンバンに運送された錫

の一部はパレンバンでオランダ東インド会社に売却され，会社船によってバタ

ヴィアに運ばれたが，一部の錫はパレンバンのスルタン配下の現地商人の手に

より，バタヴィアに送られ，オランダ東インド会社に売却されたのであった。

このようにバタヴィアでオランダ東インド会社が入手したバンカ錫の年間取

扱高は，表３ならびに図２で看取することができる。バタヴィアに非会社船に

よって持ち込まれ，オランダ東インド会社に売却された錫は「バタヴィア購入

量」として示され，他方，オランダ東インド会社がパレンバンで直接，購入し，

14 J.A. Schuurman, ”Historische schets van de tinwinning op Banka”, Hoofdstuk I, Jaarboek
van het Mijnwezen in Nederlandsch Oost-Indië, 1898, Vervolg ; Mary F. Somers Heidhues,
Bangka Tin and Mentok Pepper : Chinese Settlement on an Indonesian Island (Singapore :
Institute of Southeast Asian Studies, 1992) pp. 6‐19.

15 Jacobs, Merchant in Asia , pp. 214‐216
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表３ バンカ錫のバタヴィア集荷量，１７５６‐１７８９年
単位：オランダ・ポンド

年次
バタヴィア購入量 会社船移入量

合計
％ ％

１７５６ １，２０９，４５６ ６６．６ ６０６，６９３ ３３．４ １，８１６，１４９
１７５７ １００，９１６ １４．１ ６１２，７２１ ８５．９ ７１３，６３７
１７５８ ２，１６７，２９５ ８２．２ ４７０，０００ １７．８ ２，６３７，２９５
１７５９ １，４５９，６４４ ７６．９ ４３９，１２５ ２３．１ １，８９８，７６９
１７６０ １，５６５，３０８ ６９．０ ７０２，８７５ ３１．０ ２，２６８，１８３
１７６１ ３，０２３，６６３ ９５．１ １５４，３１６ ４．９ ３，１７７，９７９
１７６２ １，２６９，０５４ ８９．０ １５７，０００ １１．０ １，４２６，０５４
１７６３ １，１００，９３３ ４３．４ １，４３７，５００ ５６．６ ２，５３８，４３３
１７６４ ３，４１２，３４０ ９６．５ １２５，０００ ３．５ ３，５３７，３４０
１７６５ ２，４２８，３８７ ９０．４ ２５７，５００ ９．６ ２，６８５，８８７
１７６６ ４，１９３，５５０ ８８．２ ５６１，５００ １１．８ ４，７５５，０５０
１７６７ ３，７０６，１０７ １００．０ ０ ０．０ ３，７０６，１０７
１７６８ ３，１７３，７０１ ９６．２ １２５，５６３ ３．８ ３，２９９，２６４
１７６９ １，８３７，０６６ ９４．３ １１１，８７５ ５．７ １，９４８，９４１
１７７０ ３，７４９，８７４ ８５．２ ６５３，３７５ １４．８ ４，４０３，２４９
１７７１ ２，４６４，３０１ ９０．１ ２７２，１２５ ９．９ ２，７３６，４２６
１７７２ ２，３６２，２７７ ９６．７ ８１，２５０ ３．３ ２，４４３，５２７
１７７３ ２，０４７，９９２ ７９．３ ５３４，９３８ ２０．７ ２，５８２，９３０
１７７４ １，６９２，６８０ ７７．８ ４８３，８７５ ２２．２ ２，１７６，５５５
１７７５ １，７１７，０５４ ７０．９ ７０４，０００ ２９．１ ２，４２１，０５４
１７７６ １，１３７，０５０ ６５．８ ５９１，８７５ ３４．２ １，７２８，９２５
１７７７ １，９３２，６３７ ８２．９ ４００，０００ １７．１ ２，３３２，６３７
１７７８ ２，４９３，１８２ ７９．０ ６６４，２５０ ２１．０ ３，１５７，４３２
１７７９ ３，３８８，０５３ ９２．８ ２６１，８７５ ７．２ ３，６４９，９２８
１７８０ ２，８２３，３５８ ８９．０ ３５０，０００ １１．０ ３，１７３，３５８
１７８１ ２，５４９，７５１ ９４．１ １６０，５００ ５．９ ２，７１０，２５１
１７８２ ７３３，１１９ ８４．８ １３１，２５０ １５．２ ８６４，３６９
１７８３ １，９３７，９２２ １００．０ ０ ０．０ １，９３７，９２２
１７８４ ３，６２９，４８９ ９６．７ １２５，０００ ３．３ ３，７５４，４８９
１７８５ ５，７３６，８７３ １００．０ ０ ０．０ ５，７３６，８７３
１７８６ ２，８１０，６３６ ９１．８ ２５０，０００ ８．２ ３，０６０，６３６
１７８７ ２，１４７，４１８ ８９．６ ２５０，０００ １０．４ ２，３９７，４１８
１７８８ ３，０２０，３３３ ９４．２ １８７，５００ ５．８ ３，２０７，８３３
１７８９ １，０８２，７６５ １００．０ ０ ０．０ １，０８２，７６５

Source : NA VOC 3821 : 793.
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バタヴィア購入量�

会社船移入量�

バタヴィアに運んだバンカ錫は「会社船移入量」として表示されている。購入

方法の違いによるバンカ錫の取扱高を比較すると，圧倒的に前者の購入方法で

入手されたバンカ錫の方が多かったことは一目瞭然である。たとえば，１７５６年

から１７８９年にかけてのすべての年を集計すると，前者の錫が８０，１０４，１８３オラン

ダ・ポンドで，全体の約８７パーセントを占めるのに対し，後者の錫は１１，８６３，４８０

オランダ・ポンドとなり，全体のわずか１３パーセントを占めるにすぎない。各

年のデータを検討しても，１７５７年だけが唯一，「会社船移入量」が全体の８６パー

セント程を占め，「バタヴィア」購入量を超過するにすぎないのである。

表４は，毎年，パレンバンからバタヴィアに運ばれるバンカ錫の季節的変動

を示すデータである。たとえば，１７５８／５９年度には，１７５８年１０月３日，同年１０

月２６日，さらに１７５９年８月１３日に，バタヴィア商館の帳簿上，会社船によって

パレンバンからバンカ錫がバタヴィアに運ばれている。一方，１８５９年の２月か

ら８月にかけての毎月，月末付でオランダ東インド会社はバタヴィアで非会社

船によって運ばれたバンカ錫を購入している。１７７１／７２年度にもほぼ同様の季

節的変動があり，夏から冬にかけて会社船によりバンカ錫がバタヴィアにもた

らされ，冬から夏にかけて非会社船によってバンカ錫がバタヴィアに到来する

図２ バンカ錫のバタヴィア集荷量，１７５６‐１７８９年
単位：オランダ・ポンド

出典：表３参看。
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という季節的な周期変動が存在していたと推測される。

もちろんアジア人商人によってバタヴィアに運ばれたバンカ錫が，オランダ

東インド会社がパレンバンで直に錫を入手した価格よりも高価であったことは

当然である。表５は，１７５８／５９年度に，オランダ東インド会社が最終的にバタ

ヴィアに集荷した錫の取扱量を，バンカ錫，シャム錫，マラッカ錫と産地別に

集計したものである。また，産地ごとの錫の価額，とくにバンカ錫に関しては

入手機会ごとの価額が史料に記載されており，それぞれ１００オランダ・ポンド

あたりの価格を算出することができる。ただし，こうした価額や価格は，送状

に記された金額，すなわちオランダ東インド会社が入手した際の購入金額に基

づいていることには注意を要する。とまれ，錫の価格について検討すると，オ

ランダ東インド会社がパレンバンで購入した際の錫価格は，１００オランダ・ポ

ンドあたり，２４．２フルデン（fl.）から２５．７フルデン程度であったのに対し，パ

レンバンからバタヴィアに運送した現地商人からのバタヴィアでの購入価格は，

２８．８フルデンないしは２９．７フルデンであり，若干，高額であった。もちろん，

バタヴィアで購入したバンカ錫にはバタヴィアまでの輸送費も含まれているこ

とには留意しなければならない。ちなみに，シャム錫やマラッカ錫の価格は，

１００オランダ・ポンドあたり，それぞれ３８．１フルデンと３３．５フルデンであった。

こうしたシャム錫やマラッカ錫も価格は現地での購入価格であり，実際にバタ

ヴィアへシャムやマラッカから錫を転送するには，さらに輸送費用を要したか

�１ １７５８／５９年度
単位：オランダ・ポンド

日 付 バタヴィア購入量 会社船移入量

１７５８年１０月３日 １０６，２５０
１７５８年１０月２６日 １２９，５００
１８５９年２月２８日 ３，１２５
１８５９年３月３１日 ５１０，２６４
１８５９年４月３０日 ９３，３３２
１８５９年５月３１日 ２４５，４１４
１８５９年６月３０日 ４１６，８５６
１８５９年７月３１日 １２８，２１８
１８５９年８月１３日 ７５，０００
１８５９年８月３１日 ２５４，３３５

合 計 １，６５１，５４４ ３１０，７５０

�２ １７７１／７２年度
単位：オランダ・ポンド

日付 バタヴィア購入量 会社船移入量

１７７１年１２月９日 ６２，５００
１７７２年１月３１日 １８，７５０
１７７２年３月２日 ４，３３１
１７７２年４月３０日 １，８８４，３５８
１７７２年５月３１日 ３８１，７８５
１７７２年６月３０日 ９５，３５４
１７７２年８月２７日 ６２，５００
１７７２年８月３１日 １７

合計 ２，３６５，８４４ １４３，７５０

表４ バタヴィアへの錫集荷量，１７５８／５９年度および１７７１／７２年度

出典：NA BGB 10676, 10837.
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表５ バタヴィアの錫集荷，１７５８／５９年度

�１ バンカ錫

日 付 集荷方法
数 量

（オランダ・ポンド）
価 額
［fl.］

１００オランダ・
ポンドあたりの
価格［fl.］

１７５８年１０月３日 会社船の移入 １０６，２５０ ２５，６６４ ２４．２
１７５８年１０月２６日 会社船の移入 １２９，５００ ３３，２００ ２５．６
１７５８年１２月２８日 バタヴィアでの集荷 ３，１２５ ９００ ２８．８
１７５９年３月３１日 バタヴィアでの集荷 ５１０，２６４ １４６，９５６ ２８．８
１７５９年４月３０日 バタヴィアでの集荷 ９３，３３２ ２６，８８０ ２８．８
１７５９年５月３１日 バタヴィアでの集荷 ２４５，４１４ ７０，６７９ ２８．８
１７５９年６月３０日 バタヴィアでの集荷 ４１６，８５６ １２０，０５４ ２８．８
１７５９年７月３１日 バタヴィアでの集荷 １２８，２１８ ３６，９２７ ２８．８
１７５９年８月１３日 会社船の移入 ７５，０００ １９，２４８ ２５．７
１７５９年８月３１日 バタヴィアでの集荷 ２５４，３３５ ７５，６２２ ２９．７

合 計 １，９６２，２９４ ５５６，１２９ ２８．３

�２ シャム錫

日 付 集荷方法
数 量

（オランダ・ポンド）
価 額
［fl.］

１００オランダ・
ポンドあたりの
価格［fl.］

１７５９年４月６日 会社船の移入 ３０，７３６ １１，７１８ ３８．１

合 計 ３０，７３６ １１，７１８ ３８．１

�３ マラッカ錫

日 付 集荷方法
数 量

（オランダ・ポンド）
価 額
［fl.］

１００オランダ・
ポンドあたりの
価格［fl.］

１７５９年４月２１日 会社船の移入 １８９，９５０ ６３，７０９ ３３．５

合 計 １８９，９５０ ６３，７０９ ３３．５

註：価額ならびに価格は重フルデン表示である。
出典：NA BGB 10837.

１８世紀におけるオランダ東インド会社の錫貿易に関する数量的考察 －２１３－



1740 1750 1760 1770 1780 1790 1800
0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000
表2

表3

ら，バンカ錫は，二つの購入方法のいずれによっても，極めて安価に購入でき

る錫であったことが確認できるだろう。

なお，オランダ東インド会社が最終的に入手したバンカ錫の年間取扱量は，

表２と表３にそれぞれ示されているが，両者の数値が若干異なることには留意

が必要である。どちらのデータも後年に編集された記録に基づくために誤差が

生じていると考えられる。表２は，Reinout Vosが示したデータであるが，こ

れは基本的に１７９０年代に作成されたと考えられる貿易全般についての記録を

ベースに16，各種の他の史料からデータを修正したものであると説明されてい

る。一方，表３は，１７８９年にバタヴィアで作成された錫貿易に関する文書に拠っ

ている17。もっとも，図３は両者の数値を示したグラフであるが，誤差が著し

く大きいのは１７６２年と１７６６年だけであり，全般的な趨勢がほぼ等しいことは確

かである。

16 NA : Collectie Nederburgh 107, “Staten van de ingezamelde hoeveelheid producten, in de
verschillende V.O.C.-vestigingen in Indië, 1740‐1789”.

17 NA : VOC 3821 : 793, “Saamentrekking der zedert 1756 tot 1789 van Palembang voor
rekening der compagnie aangebragt thin bancas, in dato 14 Julij 1789”.

図３ 表２および表３における数値の差異
単位：オランダ・ポンド

出典：表２および表３参看。
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４．新市場の登場：中国と日本

１８世紀中に生じた錫販路の重要な変化は，中国に代表される東アジアでの錫

需要の拡大である。旧来は，ヨーロッパや南・西アジアへ東南アジア産の錫が

オランダ東インド会社によって輸送されたが，１８世紀には中国，くわえて日本

における需要が増大し，錫の消費市場のバランスが変化したのである。

オランダ東インド会社は，ようやく１７２８年に，広州における，いわゆる広東

貿易に参入することにし，会社船を広州に派遣し始めた18。オランダ東インド

会社は，茶などの輸出に伴う支払手段のひとつとして，東南アジア産の錫を広

州で多量に売却するようになった。ちなみに，オランダは茶の輸出に対して，

銀ではなく，できる限りアジア産品を支払手段としようとしていたことは興味

深い。事実，東南アジア産の錫と胡椒は広東貿易に向かうオランダ東インド会

社の船舶にとって，重要なバラスト貨物であっただけでなく，銀の支出を節約

するための貴重な支払い手段であった。本国からの銀の持ち出しを減らすため

にアジア間貿易を有効に利用しようと努めたオランダ東インド会社の一般的貿

易政策をここにも看取することができる19。

表６および図４は，オランダ東インド会社の広州での販売量を示したもので

ある。１７６３年以降のデータしか示されていないが，オランダ東インド会社が作

成した文書に基づく最新の研究の成果に依拠している20。このデータによれば，

すでに１７６０年代には錫の輸入量はピークを迎えており，３００万オランダ・ポン

ドをしのぐ年間販売量を記録した年も存在した。中国では，他国とも共通する

ように，食器や大砲の製造用に錫が利用されたばかりか，錫箔を作成するのに

用いられたり，時には，鋳造原料の面で質が低下しつつあった小額貨幣である

18 Leonard Blussé, Tribuut aan China : Vier eeuwen Nederlands-Chinese betrekkingen (Am-
sterdam : Otto Cramwinckel Uitgever, 1989) p. 95 [邦訳：レオナルド・ブルッセイ（深
見純生，藤田加代子，小池誠訳）『竜とみつばち－中国海域のオランダ人400年史－』
（晃洋書房，2008年），102頁].

19 オランダ東インド会社のアジア間貿易の評価については，たとえば，島田竜登「銅
からみた近世アジア間貿易とイギリス産業革命」（水島司編『グローバル・ヒスト
リーの挑戦』（山川出版社，2008年）所収），146‐147頁を参照のこと。

20 Liu Yong, The Dutch East India Company’s Tea Trade with China , 1757-1781 (Leiden
and Boston : Brill Academic Publishers, 2007) pp. 178‐203.
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表６ オランダ東インド会社の広州への錫輸入量，
１７６３‐１７９３年

単位：オランダ・ポンド

年次 輸入量

１７６３ ９４８，２１３
１７６４ ３，４８１，６６７
１７６５ ３，３１８，１５４
１７６６ ３，１８４，２２１
１７６７ ２，０００，８２４
１７６８ ２，５０９，３６２
１７６９ １，５６６，３６５
１７７０ ２，５９７，４６６
１７７１ ２，４０５，２３７
１７７２ ２，１４１，０８９
１７７３ １，５８５，７６３
１７７４ １，９１７，２７７
１７７５ １，５４０，５４１
１７７６ １，３６８，０６３
１７７７ １，７００，０１９
１７７８ ２，１０５，５２０

年次 輸入量

１７７９ ２，１１８，３１６
１７８０ ２，４８１，４０９
１７８１ ０
１７８２ ０
１７８３ ６８５，２９２
１７８４ ２，３６９，９３６
１７８５ １，４３９，９３８
１７８６ ２，９０１，０７８
１７８７ １，３９２，４３１
１７８８ ３，０４８，５７９
１７８９ １，１４５，４４０
１７９０ １，０９９，６６５
１７９１ ７１８，８１０
１７９２ １，５１３，３３２
１７９３ ８８０，６５２

出典：Liu Yong, The Dutch East India Company’s Tea
Trade with China, 1757‐1781 (Leiden and Bos-
ton : Brill Academic Publishers, 2007) pp. 178‐203.

図４ オランダ東インド会社の広州への錫輸入量，１７６５‐１７９３年
単位：オランダ・ポンド

出典：表６参看。
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銅銭の鋳造にも利用された21。とくに錫箔のための需要は高かった。錫箔は，

中国人が寺院に参詣し，死者を供養する際に燃やす紙幣の代替をなす模造紙幣

の一種であり22，１８世紀に経済が成長し，人口が増大するのに応じて，錫に対

する需要が増加したものと考えられるのである。

もっとも，図４に明らかなように，オランダ東インド会社の広州での錫の販

売量は，１７６０年代半ば以降，低下傾向にあった。年間販売量は，１７６０年代半ば

には３００万オランダ・ポンドを超過する販売があったが，１７９０年代半ばには１００

万オランダ・ポンド台にまで減少しているのである。こうした販売量の低下は，

主として，オランダ東インド会社以外の会社や商人によって，錫が中国にもた

らされたことによる。たとえば，イギリス東インド会社は，１７８９／９０年度以降，

イギリス本国で生産された錫を中国向けに輸出することを開始した23。また，

アジア人商人でも東南アジアから錫を広州に輸入する事例も近年報告されてい

る。Li Tanaと Paul A. Van Dykeによれば，シャムやパレンバン等から錫が広

州にジャンク船によってもたらされたという。１７５８年から１７７４年にかけての断

片的なデータであるが，たとえば，１７５８年には７，０００ピクル（１ピクル＝約６０

キログラム）の錫がタイ湾の北部に位置する港口（現在はハーティエンとして

知られる）経由で広州にもたらされえた。港口メコンデルタやシャムから米を

輸入する一大拠点であったし，中国向けの錫の集荷地点でもあった。また，

１７６２年には，パレンバンから５，０００ピクル，マカオから１，５００ピクルの錫が広州

に入荷している24。

いずれにせよ，ジャンク船によりシャム錫やマラッカ錫，それにバンカ錫が

21 Jacobs, Merchant in Asia , pp. 199‐201 ; Somers Heidhues, Bangka Tin and Mentok Pep-
per, p. 3.

22 錫箔については，武内房司「雲南の錫とインドシナ」，『歴史と地理』564号，2003
年，57‐58頁に詳しい。

23 William Milburn, Oriental Commerce : Containing a Geographical Description of the
Principal Places in the East Indies, China, and Japan (London : Black, Parry, & Co.,
1813) Vol.2, p. 314 ; H.V. Bowen, “Sinews of Trade and Empire : The Supply of Commod-
ity Exports to the East India Company during the Late Eighteenth Century”, Economic His-
tory Review, second series, 55(3), 2002, pp. 472‐473, 475.

24 Li Tana and Paul A. Van Dyke, “Canton, Cancao, and Cochinchina : New Data and New
Light on Eighteenth-Century Canton and the Nanyang”, Chinese Southern Diaspora Studies,
1, 2007, pp. 17‐18.
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中国にもたらされていたことは間違いのないことである。シャムについていえ

ば，先述の通り，１７６７年のアユタッヤー朝崩壊以後，オランダ東インド会社に

よる錫輸出は途絶えているし，パレンバンからも錫が漏れなくバタヴィアに転

送されていたわけではないし25，バンカ島ではパレンバンの支配下にありなが

ら，パレンバンのスルタン権力の及ばぬところで，錫が島からひそかに輸出さ

れていたことも知られている26。また，マラッカについていえば，表７に見る

ように，１７６６年以降，マラッカに滞留している錫の過剰在庫をマラッカ現地で

売却するようにしたのである。なお，こうした点から判断すれば，オランダ東

インド会社は，日本銅の場合とは違い，東南アジア産の錫の貿易について，密

貿易を排除し，錫貿易を独占的に取り扱う意図は小さかったと考えることがで

きるであろう27。

ちなみに，１８世紀には日本もオランダ東インド会社から錫を継続的に購入す

ることを開始した。表８は，オランダ東インド会社による日本への錫輸入量を

示したものであるが，これによれば１７４０年代と１７５０年代に断続的に錫が日本に

輸入された後，１７６４年からは継続的に錫が輸入された。１７６４年の輸入量は重量

で，わずか５万オランダ・ポンドであったが，１７７６年には１０万オランダ・ポン

ドの輸入となり，１７８０年代にピークを迎えるものの，継続的に輸入されている。

山脇悌二郎によれば，こうした日本の継続的な錫の輸入は，日本の鋳銭事業と

関連があったとされる28。１７６７年に銀座が江戸郊外の亀井戸村で真鍮銭の鋳造

を開始した。ここで鋳造された真鍮銭には８パーセントの割合で錫と鉛の合金

である白鑞を混入させており，真鍮銭鋳造のために錫が必要とされたのである。

25 Reinout Vos, “De VOC en de Palembangse tinsmokkel in de achttiende eeuw”, Jam-
batan : Tijdschrift voor de geschiedenis van Indonesië, 6(2), 1988.

26 たとえば，Somers Heidhues, Bangka Tin and Mentok Pepper, pp. 20‐21が挙げられよ
う。

27 もっとも，歴史叙述の一般的性格として，オランダ東インド会社の錫貿易独占の
意図とそれに対抗する形でのバンカ島における錫の密輸出について強調する研究は
数多い。たとえば，James C. Jackson, “Mining in 18th Century Bangka : The Pre-European
Exploitation of a ‘Tin Island’”, Pacific Viewpoint , 10(2), 1970, pp. 41‐42 ; Erwiza Erman,
“Rethinking Legal and Illegal Economy : A Case Study of Tin Mining in Bangka Island”,
Tōnan Ajia : Rekishi to Bunka , 37, 2008, pp. 92‐95などが挙げられる。

28 山脇悌二郎『長崎のオランダ商館－世界のなかの鎖国日本－』（中央公論社，1980
年），86頁。
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この真鍮銭鋳造事業は１７８８年に停止されたが，この年はオランダ東インド会社

から２０万オランダ・ポンドという比較的多量の錫を輸入した最後の年で，翌

１７８９年の輸入量はわずか５万オランダ・ポンドの輸入と激減した（表８参看）。

また，１７８０年から１７８７年にかけて，銀座は別途，真鍮座を兼ね，真鍮生産のた

めに錫を必要としていたように，日本は主として真鍮鋳造のために錫を輸入す

る必要があったのである。たしかに，中国の輸入量と比べれば，日本の錫輸入

量は極めてわずかではあったが，中国と日本という東アジア地域での錫需要が

増加し，東南アジア産錫の販路が，西から東へ変化したことは注目に値する。

表７ マラッカにおける錫の入荷と販売，１７６６‐１７８８年
単位：オランダ・ポンド

年度
移入量

販売量
ペラ錫 他産地の錫 合計

１７６６／６７ ？ ？ ４７１，７２７ ０
１７６７／６８ ？ ？ ３５９，９２６ ０
１７６８／６９ ？ ？ ４７０，６５７ ０
１７６９／７０ ？ ？ ４４３，４６５ ０
１７７０／７１ ？ ？ ７６０，０９６ ０
１７７１／７２ ？ ？ ６１０，４２３ １０１，９５０
１７７２／７３ ？ ？ ？ ２３５，６２５
１７７３／７４ ？ ？ ？ ５４０，１５０
１７７４／７５ ４９５，６９６ ０ ４９５，６９６ ３９９，４７７
１７７５／７６ ？ ？ ４９５，３７３ ２８１，３５９
１７７６／７７ ３８８，８０１ ３３，８０４ ４２２，６０５ ８３，５８８
１７７７／７８ ３８６，６４２ ７，８６９ ３９４，５１１ ０
１７７８／７９ ？ ？ ４７７，８９２ ０
１７７９／８０ ？ ？ ５５１，７９５ ０
１７８０／８１ ？ ？ ５３９，２１７ ０
１７８１／８２ ？ ？ １１７，５６８ ２６，７８７
１７８２／８３ ？ ？ ？ ２２，５２７
１７８３／８４ ？ ？ １６６，５８９ １５３，３６５
１７８４／８５ ？ ？ ３５１，２０５ ３０８，７４９
１７８５／８６ ？ ？ ６２４，７２０ ３０１，４３９
１７８６／８７ ？ ？ ４６７，２７９ ５５５，３５７
１７８７／８８ ？ ？ １１１，７８３ ７７，５３０

出典：NA VOC 3245, 3274, 3304, 3334, 3360, 3386, 3443, 3467, 3495, 3554, 3582,
3599, 3625, 3650, 3702, 3734, 3812, 3940, 3961 ; NA BGB 10797.
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５．おわりに

本稿は１８世紀におけるオランダ東インド会社の錫貿易について，特に数量的

データに注目して概観を試みた。東南アジアにおいては，１７世紀以来，シャム

南部とマレー諸国，さらには１８世紀前半からはバンカ島でも錫が生産された。

これら東南アジア産の錫は基本的に東南アジア域外での消費に向けられた。１８

世紀初期までは，ヨーロッパや南・西アジアに向けて輸出されたが，１８世紀中

葉以後は，中国や日本が錫の新たな販路として登場し，とりわけ中国市場はオ

ランダ東インド会社の取扱高の大部分を吸収するようにいたった。言い換えれ

ば，錫の販路が西から東へシフトしたのである。ことにバンカ島での錫生産は

１８世紀中に躍進し，安価な錫を市場に提供できるようになったが，これは増大

する中国市場と相互依存の関係にあったことは見逃しえない。

表８ オランダ東インド会社による日本への錫輸入量，１７４０‐１８００年
単位：オランダ・ポンド

年次 輸入量

１７４０ ０
１７４１ ０
１７４２ ４０，０００
１７４３ ０
１７４４ ？
１７４５ ０
１７４６ ７５，０００
１７４７ ０
１７４８ ０
１７４９ ０
１７５０ ０
１７５１ １００，０００
１７５２ ０
１７５３ １２６，０００
１７５４ ０
１７５５ ０
１７５６ ０
１７５７ ０
１７５８ ０
１７５９ ０
１７６０ ０

年次 輸入量

１７６１ ０
１７６２ ０
１７６３ ０
１７６４ ５０，０００
１７６５ ８４，０００
１７６６ ５０，０００
１７６７ ５０，０００
１７６８ ？
１７６９ ？
１７７０ ？
１７７１ ？
１７７２ ？
１７７３ ５０，０００
１７７４ ８０，０００
１７７５ ６０，０００
１７７６ １００，０００
１７７７ １００，０００
１７７８ １６０，０００
１７７９ １００，０００
１７８０ １５０，０００

年次 輸入量

１７８１ １６０，０００
１７８２ 入船なし
１７８３ ２５０，０００
１７８４ ５０，０００
１７８５ １５０，０００
１７８６ ２００，０００
１７８７ １４０，０００
１７８８ ２００，０００
１７８９ ２５，０００
１７９０ ５０，０００
１７９１ 入船なし
１７９２ ４０，０００
１７９３ ４０，０００
１７９４ ３０，０００
１７９５ ４９，４８５
１７９６ 入船なし
１７９７ ３７，５００
１７９８ ３０，２８２
１７９９ ２０，０００
１８００ ３０，０００

出典：NA NFJ 912‐966.
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なお，本稿は，オランダ東インド会社の錫貿易一般について概観したが，と

くにその独占の問題については再言を要する。オランダ東インド会社は，長期

的には，通常考えられるほど錫貿易の独占維持に躍起になっていたわけではな

い。とりわけ，バンカ島における錫の生産が増大した１８世紀中葉以降には，独

占企図の放棄の方向性を持っていたと考えるべきである。たとえば，アユッタ

ヤー朝瓦解後にシャムとの貿易を再開せず，シャム錫を必要としなかったわけ

である。また，１７６６年以降には過剰となっていたマラッカ錫をマラッカ現地で

販売するといったことに示されるように，需要の増大する中国市場への供給者

としての独占的位置を維持することにつとめたわけでもない。そもそも，錫の

生産地は極めて広範な各地に点在しており，錫そのものが銀や銅といった金属

に比して安価であったこともあり，生産地からの供給を独占的に確保すること

は当初から困難なことであった。むしろ，オランダ東インド会社の錫貿易の特

質といえば，そのアジア間貿易にあるといってよいであろう。広州からはヨー

ロッパ市場向けに茶を輸出したのであるが，その支払をオランダ本国から送付

される銀で決済するのではなく，錫や胡椒といったアジア産品の中国への輸入

によって決済することに極力つとめたのである。たとえ，ヨーロッパとアジア

間の貿易である中国茶貿易も，アジア間貿易からの利益で，できる限りまかな

おうとしたのが，オランダ東インド会社の特質なのであり，それを象徴する商

品貿易のひとつが東南アジア産の錫貿易であったのである。
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Bangka Island”, Tōnan Ajia : Rekishi to Bunka , 37, 2008.

Femme S. Gaastra, De geschiedenis van de VOC (Zutphen : Walburg Pers, 2002).
Graham W. Irwin, “The Dutch and the Tin Trade of Malaya in the Seventeenth Century”, in :

Jerome Ch’en and Nicholas Tarling (eds.), Studies in the Social History of China and South-
East Asia : Essays in Memory of Victor Purcell (Cambridge : Cambridge University Press,
1970).

James C. Jackson, “Mining in 18th Century Bangka : The Pre-European Exploitation of a ‘Tin
Island’”, Pacific Viewpoint , 10(2), 1970.

Els M. Jacobs, Merchant in Asia : The Trade of the Dutch East India Company during the
Eighteenth Century (Leiden : CNWS Publications, 2006).

C.J.A. Jörg, Porcelain and the Dutch China Trade (The Hague : Martinus Nijhoff, 1982).
Li Tana and Paul A. Van Dyke, “Canton, Cancao, and Cochinchina : New Data and New Light

on Eighteenth-Century Canton and the Nanyang”, Chinese Southern Diaspora Studies, 1,
2007.

Dianne Lewis, “The Tin Trade in the Malay Peninsula during the Eighteenth Century”, New

－２２２－ １８世紀におけるオランダ東インド会社の錫貿易に関する数量的考察



Zeeland Journal of History, 3(1), 1969.
Dianne Lewis, Jan Compagnie in the Straits of Malacca, 1641-1795 (Athens, O., Center for

International Studies, Ohio University, 1995).
Anthony Reid, Southeast Asia in the Age of Commerce, 1450-1680 , Vol.1 : The Lands below

the Winds (New Haven and London : Yale University Press, 1988) [邦訳：アンソニー・
リード（平野秀秋，田中優子訳）『大航海時代の東南アジア』Ⅰ：貿易風の下で（法
政大学出版局，1997年）].

Bhawan Ruangsilp, Dutch East India Company Merchants at the Court of Ayutthaya : Dutch
Perceptions of the Thai Kingdom, c.1604-1765 (Leiden and Boston : Brill Academic Pub-
lishers, 2007).

J.A. Schuurman, ”Historische schets van de tinwinning op Banka”, Hoofdstuk I, Jaarboek van
het Mijnwezen in Nederlandsch Oost-Indië, 1898, Vervolg.

G. William Skinner, Chinese Society in Thailand : An Analytical History (Ithaca : Cornell
University Press, 1957).

Ryuto Shimada, The Intra-Asian Trade in Japanese Copper by the Dutch East India Company
during the Eighteenth Century (Leiden and Boston : Brill Academic Publishers, 2006).

George Vinal Smith, The Dutch in Seventeenth-Century Thailand (DeKalb : Center for South-
east Asian Studies, Northern Illinois University, 1977).

Mary F. Somers Heidhues, Bangka Tin and Mentok Pepper : Chinese Settlement on an Indo-
nesian Island (Singapore : Institute of Southeast Asian Studies, 1992).

Reinout Vos, “De VOC en de Palembangse tinsmokkel in de achttiende eeuw”, Jambatan :
Tijdschrift voor de geschiedenis van Indonesië, 6(2), 1988.

Reinout Vos, Gentle Janus, Merchant Prince : The VOC and the Tightrope of Diplomacy in
the Malay World, 1740-1800 (Leiden : KITLV Press, 1993).

Liu Yong, The Dutch East India Company’s Tea Trade with China, 1757-1781 (Leiden and
Boston : Brill Academic Publishers, 2007).

付記：本稿は主として，2009年度文部科学省科学研究費補助金（若手研究 B）「近世長
崎貿易の再検討－国際分業の観点から見た18世紀の日本とアジア・世界経
済－」（研究代表者：島田竜登），2008年度 JFE 21世紀財団アジア歴史研究助成
「後期アユッタヤー朝のアジア間貿易－オランダ東インド会社文書からの接
近－」（研究代表者：島田竜登）ならびに2009年度日本学術振興会科学研究費補
助金（基盤研究 A）「グローバルヒストリー研究の新展開と近現代世界史像の再
考」（研究代表者：秋田茂・大阪大学教授）による研究成果の一部である。

１８世紀におけるオランダ東インド会社の錫貿易に関する数量的考察 －２２３－




